
クローバーだより 

❤2～3 歳頃の発達のポイント❤ 

＊昼間のおむつを外す 

  便器やおまるに誘って２回に 1 回ぐらいの割合で排尿できるようになったら、日中のおむつ

を外してパンツに替えるようにします。パンツに尿を漏らすと、尿が足に伝わって流れてくるの

で、子どもに『排尿』という現象を教えやすいです。 

 

＊子どもからの予告を待つ 

  パンツに失敗することなく、便器やおまるでほとんど排尿出来るようになったら、自分から

「おしっこ」というまで待つようにします。膀胱に尿がたまったら、尿意を感じ自分から予告す

るようになります。タイミングが合わず失敗しても𠮟らないようにしましょう。 

 

＊排泄後の始末 

  トイレで排泄できるようになっても必ず見守られるようにします。排泄後の始末や手洗いは、

その都度指導し、徐々に自立へと導いていくようにします。2歳半になると、自分でズボンやパ

ンツを下げて排泄できるようになります。衣服や子どもが上げ下げしやすいものにしましょう。 

 

＊トイレの環境を整えて 

  トイレトレーニング中は、子どもが自分でトイレに行ってみたいと感じられるように環境を

整えることが大事です。明るく清潔感や開放感のあるトイレ、好きな絵を飾るなど親しみのある

環境にするといいですね。 

 

  ひとりひとり成長は違いますので、お子様に合わせて進めてくださいね。 

 

2023年 5月 19日 

名古屋柳城短期大学附属

三好丘聖マーガレット幼稚園 

水野 倫子 

 《子育て相談》 

 自分の子育てにこれでいいのかな？と不安に思われた時、 

こんな時どうしたらいいのと思われた時にお話にいらっしゃいませんか？ 

保育経験者がお話しさせていただきます。お電話で予約していただき、 

ご都合の良い日を決めさせていただきます。       

   TEL ０５６１－３６－８３７３  お電話お待ちしています  

 

 

 

 

 

  

排泄の自立に向けて 

排泄は生理的な欲求であり、毎日の生活の中で繰り返される心身ともに健康であるため 

の基本的な生活習慣です。０歳児は、おむつが汚れたらすぐに取り替え、いつも清潔な 

状態を保つよう心がけましょう。２歳頃からからだの諸機能の発達に合わせて、排泄の 

準備を始め、就学までに後始末までできるようにしていきましょう。 

 

   

 


